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ご意見等の週絡先
本学では、地縁日D皆様かちのご憲見等を
今後の大学還自1;:活用したいと考えています.
8気づきの点等がございましたら
下Ia連絡先までお寄せ下さいますよう
よろしくお闘いい1tじます.
溢買医科大掌企画冨重量
TEL 077-548ε011 
E剤刊1祖ailhq刷比回al<U@b回白副1困e且hi冨'a-mB困d包配c巳白.j
住所 干520-2192大津市瀬困月輪町
発行/平成19年11月
舗集/滋賀医科大学・企画調聾室
，。淫 -入学宣省式、大学院入学宣醤式
・附属病院玄関前へ@パス撮り入れ開始
..康創造科学研究会
【4127、6/23.6124.10/27. 12119、3116酎e園周描)
ラ :獄躍起智E会
6 -関連病院長会自民
ア ・西日本酬明併時(問
.，cイオメデイカル・イノベーション包ジター開所式
・外国人留学生等の研修附す
・京留蹟科大学との叡育研究憶力(<:関する包括筒定を錫績
・溢賀バイオ塵鍵握s・縄平成1a隼慶節E固研宛緩衝受涜会
滋 賀医科大学のー‘-の1年 10・柵悶悶胤時開皮切1<:縄I I・解剖J体慰霊式
._ ・若鮎祭(学園祭)
1 :離器
ロ-一噌臨@蜘・全学フ才一ラムを開催
・ベトナム@チョー・ライ病院と圃願受涜歯患を締舗
-
071 -留学生との交流会「国際交涜のタペ」・学外有砲者会議
.ALS畑・醐劇団白I~伽ヲヲテン明発(米僻アカデミー包聞帝E賠}
2・湖町欄腕醐
・大湾市と相宣也カ臨定署・績(健康・融出野等で遭掛
・個別学力民厳(前期日程〕
• r生体内週視下手術システム開発
ーリアルタイム三次元MR胃画面下手術ー成県霧夜会』を開舗
3・r羽田@臨時湖町制開立脚鵬
・晴市J:!Jァ・学暗線道開{ぴむと帽エリア}研究成果舞踏j輔自E
・学惟授与式.寧業式
・医鱒・宥歯師・保健直面・助畠師圃京館険含絡先褒
新ー事者@合格率肱1.¥1'れも10096を達成{開字以来の快讐)ー
・大学発ベンチャー企.rマイクロン滋賀」の超鎗
監相I抽哩耐a!M<d凶他陣 ACτ1VlI'YDlG回;'1'20(凶~12
書|均一一一…一…7
i滋賀医科大学の理念
滋"医務大学1:、絡調自の特徴を生かしつつ、
特色ある医学・看穫祭の厳司町・研究tζより、
信'隠れ翁医療人を育園院するとと.
さらに....に情報を発信ずお研究者会幾婦す&ことにより、
人"の健康、民自際.誠事止の向上と発IiilI:震献する.
1教育理念
ilか念議事IU:高い専門鴎知..0'鎚.'金銭げ轟とkもに.
制帥.轍崎弘
純手嶋銀究心''f:有す事挺.人]l'び窃K容を袋燥する.
i教育自楓
1..・銀!U尊厳飾決登場，を漉して..切な羽町カヒ場調障す轟織力企縫う.
l.鐙かな織を身につIt長線人としてのお、側舗を紡.
3.コミaよユトシgン様方毒事普ち.チ』ム震齢実.す硝鱒齢制.
4.畿鵡盟組員事{綱IM!J実嘗を還して..本線e:.際組カ1:."す尋.
5.国儀実績に.却しう畠舗広い_，と機カを必につ1t6.
i滋賀医科大学の使命
滋賀媛科大学}孟..広い書聖書量と医学及び翁.学の
それぞれの信績に自首する痛い専門的知織及び緩衝を鍵げるとともに、
磁調古:6倫積慨を繍え.
有.，こして低調Eな錬鎗ゐt有する人総司~"，成す，"ζè:t:目的èし、
もって11:李Aぴ礎自質学の遁参.発.1こ司寄与し.
併せて社会の領事止に質献す"ととを使命'eす6.
滋賀涯現*M 量'1鎌4防接"
本学学生の努力ならびに関係般歳民の支鑓により、
因縁拡倹合機司置はいずれも回線費量舗を途.. ずiことができました.
t~.司~"l'1年度から笑鎗してきた f一般市民8.哩全人的医療事量得プログラムj の
.&プロジェタトについて良好な成幾毒事診るζとができ傘した.
学生1人ひとりにきめ細かなフ才ロー アッフ
続事者@国旗鼠蔵官格率100%
平成19俸の銅.賦般にsωて‘*~鮮の学生{費時$相暗}全員blJi.合4暗唱E果たしました.
続$者の..紙滋合繍献が、会て!ζ穆いて10096を遺成したの館関学以録。俊敏です.
鷹市議唱E含めた箆節回取賦臓合格$白書‘防筋医事専大学後(10096)、集定大学(99.096)、
順天堂大学(B8.996}1乙次いで会弱4位でl;Jt.
国家試験対策平成18年度新たな取組
I:WD 
= 
後期アドバイザー制度司tlXõ，上11.~5!lびヨ~~の114
a下位@学生tこ却して.々 !と鰍療を"。当て郷"しまし
た.
例年より縛調@肉@唱E売事~êtt‘46113.，(官官年att+
35局側}実Ii¥Jzし1:.
鋤4学年担当歳民1M没そグルー プ1<:分tて.. 鼠Itζ
=ー する指導者.別広行いました.
TL 
人を診る医師を地域のみ怒さまと共に育τる
ー般市民穆加型金人向匡領報宵フロタラムの実施
全人的巨額fj晴える医師の育成を目指して、
3つのプロジェクトを実施しました。
本プログラh肱、~濁科学省か5特色のある優れた取組として選定されました.
『地縁医憲等社会的ニーズに対応した医箆人敏育支醤プログラム(医績人GP】』
PROJECTA 
6年間一貫患者訪問実習
医学科@学生が
a:省さまのE自宅司E簡聞する実置です。
県内の診疲所を週じて紹介された患者さまを、第1学年
と第4学年、第2学年と第5学年の学生色"'"アを組み訪
問しました.
請書ー では学べtl:l.lコミュニケーション力と、患者さま1
人ひとりの宵愚を理解することの太切さを学ぶことを
目的としています。
患者さまやその家族か51，草、学生の対応・介謹支婦へ
の理解等について良好芯評価が得6れました.また、富島
E貯の指導医から俗学生のコミュニケーション力・実習
に対する窓欲怠どの点を高く評価されました.
ヨ|晶単U副司副tyofM国国Sd<:田 N:.百VITYm佃 STZ(焔&2007
-畿科書等で字.&;.典型的な積・ー ではない本当の病
気の姿を垣問見た気がする.(第持均Z男子)
・学生相手というZとで.1著書まがaじている医療
への率直な思いを話して〈ださったような鉱がした.
この貴重な栂会を生かして、1者さまの立場から
見た医"の問題点.期待されている点などを慮じ
取ってい量たいと恩う.(第反罪年男子)
・医師は患者書まの病気だけを診畠のではな<.普
段の生活の・Tや.. 廃との関係など織kな己とに
気をつけなE怖ばならなL、と・じた.明指挙年女子)
PRoJECTB 
全学年一般市民参加型面接医療実習
匡学輔の学生が楓樋患者@匡寵画揺を行う寓冒です。
横蝿息者は一般市民@方Ii:~協力いた挺いτいます。
医学教育を更けていく過程で薄れてい 宇隼 寓冒内ー
くことが多い『一般市民』という視点を、
学生が見失わ忽いよう、医師Iζ求め5れ
ているものは何か、良医とl孟何かを一般
市民か5直接学ぶζとができる実習と
怠っています。
'1宇牢|一個帽配@ト一見出ン
第2学年|医学Q)1I!i.曹のトー 知山ヨン 5固
7固・3学年|簡単車E匪・薗掻[症状草どを間昔取る)
第4学年|医.薗聾(症紋だUで臨1iJ.<園者吉置の背・華岡青III!晶] 10固
第5学年1..聞聾aっている、街慣との自覚が怠い等の患者古まへの対応J1 15固
実習はそれぞれの段階に応Uて行われます.
PROJECTC 
全人的医療・学年縦断グルー プ能動学習と市民・学生参加シンポジウム
学生が盆人的II.O置要性をより理解したよ電車脅さま防問実圃へ薗.，るよ号、
..闘懐蓄やー 艦市民@方々 Ii:広く.副司URめ量見嚢織を行ヨシンポジ.，IAを聞借しました。
t-Wlit 凱的回訓する輔、
E量買歪窪歪型E鎗鰻由者・医学生の発表等が行われ、
\w.r;:::璽~ 129名@惨加者がありました.
G宮島
-学生さんのお話に盾勘しました.この樋にすばらし
い医大生が育っている事を創もし〈思います.どう
ぞいつまでも今の気持ちを忘れないで下さい.(50 
代・女性)
・今回、実際に金人的医俸を実践されている先生方
の言葉を聞けた己とで、a者きまとどう盤していっ
たらいいか.ヒントを縛られたaじがしました.(本
学学生)
学生が患者さま宅を訪問する・合の
学生のとれまでの活動状況についての発表、
多岐に混る筒演が行われ、169名の
・加者がありました。
.rコミ且ニデ』ションl主覚且な〈てもいい.身につけて〈
れりという先生のととば.年老いても大事なことと身に
しみました.(60代・女性)
・畿科書の勉強も大切ですが.それ以外のこともいかに
犬切か仙の学生にも知っても;¥¥1'1:¥、と思いました.(本
字学生)
コミュニケーションと笑いをテーマとした前震が行われ、
346名の・加者がありました。
-医学設曹にこういうことが重視されて、学生が学ん
でいることを知弘未来の刷恥、日本の医卿が.じ
られ、うれし〈思った.(却代・女性)
・心温かい人間味の..る医者を軍出していただ量た
いと願うばかりです.(3Of竜・女性)
.4圃シジポジワム肱2007.12.11崎催予定です.
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特定横憶病院として専門的で質の高い医療を提供するとともに.
地域中核病院として叡急医療等により地域医療に貢献しました。
また、新たに2件の先進医療を実践するなど、最先稽の医療を雄進しました.
教育樋闘としても診療を過して良質な医療人の育成に努めました.
いざというとき頼れる病院です
買の商い匡憲@提供
-健康の高い'LI鵬血管外科症例が県内外の病院か5織滋され、
平成18年度総手術件倣は381件(前年鹿此+6.196)と怒りました。
ILI銅動下冠動脈バイパス手術関を初めとする敏多くの心鵬手術1;:取り組んできました。
その結果、週去5隼悶lζ実施した成人心鵬手術件散が1.000件を突破しました。
とれ肱成人心鵬手術の分野で全国トップレベルの実績です。
また、手術翌日に食事獲取や歩行お可能と怒る超早期回復管理を噂入しτいます。
患者さまの早期社会復帰をゴールとし、さ§に高いク才υティー を目指し、
令後も万全の体制で珍書院を行ってまいDます。 -議心拍副下電動眠J(.ィパZ手術 I心a聖歯1l'l"，，1:署長泰行う題曲.パィバ文字衝です.他のa揖串.飽低下、感鎗盤、術唱量の膚覇軍事ど由!J-^ ?を瞳却するEとができます.
-平成18年度のカテー テルアプレー ション{心筋焼灼術Yによる
緩治性不盤脈の治療件敵肱177件{前年度比+15.696)で、
全国トップレベルの実施数でした。
-痛みを伴わ拡いベインコUー 砿医療・より専門的拡
舞痛治耳慣を目指し、ベインクυニック科を関醸しました。
ペインクリニック科の関寝肱園公立大学の病院で怯初めての試みです。
-平成18年鹿の救急患者総裁肱11.504'件で、そのうち三次救急{璽鱒砿救急患者〕
撮送豊富が655件(前年鹿J:t+12.296)と怒りました。
.先細I~・IWコいた力テーテル聖使って.平睡
眠@圃固と草畠興需草個所在焼灼する泊軍監
守宮.]1.スを使む草いので、周者古まにか!J''I>
負担が鯉宣車吉れ官官.
平成19年1月、救急車にて，I)s車停止状"の56才男性が本院に織送されました。極めて.篇忽
患者さまで、到着時lζ肱深昏睡状"でした.心筋梗書が疑われたため.循環器内務にて緊急カデーテル検査
を行い、その結県を受t才、ただちに心臓血管外科にてバイパス術が施行され、術後ICU管理と怒りました。
その後順調1;:回復され、2週間という異例の早さで、障害が強ること怠く社会復帰できる状般での
退院が実現しました。これも、全国トップレベルの実績を持つ心鵬血管外科の緩衝、救急隊及び
各科スタッフの連鱒による迅速芯処置によるところだと考えます.
9 I Sh堰 U川司副tyofM園田JSden'世.M;官V1IYDI(調Sτ旗開臼ω7
最先端の医療を患者さまに
先進軍績の構造
先進医舗とは‘量新の医学水準で~ると厚生労働大臣か§承認された医療で、
高度~按衡を持つ医療スタッフと十分~錨殴や殴備を持つ医療栂闘だけで行われています。
本院でi志、以下の8件を実施しています。
内視鏡下覇歯良性E・摘出鏑
畳小限の切聞により内視鏡下で腫痛を摘出します。
インフラント鴎薗{インフラント治・)
失ってしまった歯の代わりに人工の土台(インフラン
ト体)を埋め込み、その上に人工の歯を作製し、欠損
を回復させます。
視がん剤感要性隠居貴{CD-DST漉】
患者さまから採取した腫獅組織を用いて検査し、個々
の患者さまに最適芯抗がん掬jの選択・投与を行います。
本院では、消化器がん・乳がん・転移性肝がん・転移
性肺がん・がん性胸腹膜炎が対象疾患です。
自助胸倉慨を周Mた
直腸結腸鵬叉跡内婦繊手術(PPH)
.，繍ー磁.共鴫スペタトロスコピーとクミ力ルシフト
圃像による積属鋼憧足鋼妥@非自E・陶惨断
患者さまの負担の少忽い方法で足病変の診断を早
期かつ正確に行います。
樹状細胞とE・uペプチド唱E周いた
がんワクチンS漉
がん組織1;:集中・殺傷するよう培聾されたリンパ球
を点滴により移入します。本院でl志、乳がん・肺がん・
消化器がん等が対怠疾患です。
強贋奮闘旗劇線治・
がん放射線治療での新しい工夫で、副作用を槽加さ
ること砿くよD強い放射線を厩需に照射させます。
..性骨衝..ぴ骨粗慰霊Ii:伴う
..属性積書fli:対する健康胸骨形成術
内痔核の上の直属粘膜を切除し、痔核を正常~位置 骨粗暴症等に対する骨セメント注入治療で、骨の強
へと吊り上げ縮小させます。 度を回復させます。
将来を担う良質恕専門医療人を養成しています
人材費威
J全国的に研修医の地縁限れが岡田と忽っていますが、
本学では研修医盤得のために研修プログラムの充実、
学内保育所の設置、研修医ルー ムの新設、
学生への働きかけ強化事事を実施した結果、本学研修プログラムで
研修する率難生1;1:前年度に比べ大摘に摺加しました.
また、県内の病院で研修を行う率業生も'加しました.
病院スタッフの専門賞絡取得を推進し、平成18年度l孟新たに27名が
平成17隼庫事織生
専門資格(専門看臨市精尿病複聾指場事士・生植医療コー ディネー タ一等)を謹得しました.
平成18隼度l孟、研修生・実習生(医師・看護師・霞剤師・理学疲法士等〉の受入件数が745名に遣しました。
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完起し、9月下旬に運用を開始しました. -匡痕安全推進病院
安全対策、危様管理体制を強化し、患者さまの安全檀保!;:万全を期します.
患者さまの満足塵向上を目指し、
実際1;:患者さまと聾しているスタッフからの
アイデアを随所にちりばめましたe 新 [D] 病棟を徹底解剖
副院再圃鎗.. ・. ・
草野砂つ子ー・・量
病院機能の向上・
医療安全面への配慮
-患者さまのプライバシーがよD確保されるよう、個室(1人部屋)老夫帽に綱やしました.
既存病棟の個室率l立10.896ですが、新病糠では34.296と怒ります.
また、6人鶴屋を解消し4人部屋としました. 
. 各病軍内にトイレ・手洗いを般置しました. 
. 患者さま恕どが気量産ね1(1:く隠しかげる
乙とができるよう、スタッフステーション
をオープンカヲンタ一方式としました.
・告階フロアに患者食堂・面厳重・家族
控え宣を用意しました.
・遠く琵琶湖まで見漉せる儀土摘に1;，
食堂と力フヱを殻置しました.
患者アメニティの向上
'" 
嗣国層圏鎗量鍵会.，‘
松衆音暗融置
-急性期の患者さまに迅速に対応できるよう、
各晴フロア1<:観裏書を霞置しました.
・点滴残置の表示、トイレ介助闇踊の予想などが
できるインテリジェントナースコールを蔵置しました.
患者さまがコールポタンを押す前に予測し対応するととも可飽と怒ります. 
. 介助浴量産置を2・設置しました.
寝たきりの方でも安全.快適に入浴し、ただげます.
・患者さまの生命維持iこ直後影審を及1ます医震設備l志安全を第ーに考えて録用しました.
教育・研究機能の
向上
崎慎再・tt_凪昼
竹内信憾植置
-医師や看護師等が集まって症例や治疲方針等の
検討を行ラカンファレンス室を楢やしました.
[建物標.1
纏露軍・:2.654m' 
蛋ベ康冒司E・13.715""
犠竃・爾.:餓箇コン?!)ート副腎憧
工期;平'.18年1月~平成19年目月
偏底意;288庫
[但宣白日!i!4A・47宣)
11…d……Dl叩… 坤一一一AC11VlTYDI
社会貢献・国際交淀
CONMUNITY RELATIONS， 
IN'fBIlNA.TIONAL EXCHANGE 
本字の知的資揮を地繊栓会等に還元するべ〈医科大手の静色量生かした
魅力晶る歳背サー ピ.)¥(後備講座・曲前授業・積幾歳萄等)を企画・実施1.-1ました.
また.県内外の各・聞との連鎗を強化するとともに、
回開的に聞かれた大学量目鋪t...国瞭交灘.藁t艮闘しまLた.
評価結果
がん、置知症、メタ11(リツクシンドロー ム
忽ど、恒国性のあるテーマで公開蘭座を
企画しました.
平成18年度の鴎催回敏は13回.
受講者散は1.223名に
のぼりました・ GD 
-専門.の組関には迫力がありました.(60f竜・男性)
・おはなしが非常に分かりゃす〈、今日からでも実.してh、こう
と思います.(7併竜・男性)
・平易すぎたので、もう少し:専門性の高い語を希望し含す.
(6Of宅・興住)
平成19年8月22日[;:除、ノー ベル賞豆
賞者パυ-・マーシャル教授を迎えて市
民公開鱒座を開催し.地局住民の方々に
世界的1iJ業績を上げた研究者の講演を
1く健会を錘供じました.
県内の小中高校生を対怠Iζ
出前授業16圏、機嫌捌撃を3回
実.しました.
GD 
l 出・・・1;:・掴した小学生@声
.::.の護憲を受けて.解剖苧は人のためになるんだなと思いま
した.
・少しだけ命のことが分かりました.もっとほかの体の仕組みな
ども知りたいです.
・気持ちの.¥、ととろもあったけど‘体は-にで曹ていて薗
白いなと思いました.
-・・・1;:・創した申掌室@声
.21世犯の発司自医磁のお穫はとても興味を持ちました.
・みなさんが後宵に対して自信と書寄りを持っておちれるζとを輸
〈届じました.
I!VALOATION 
且BSULTS
地属図書館とのコラポレー ジョン
近江医学絹土質調@ネット公開
文部科学省国立大学法人評価書員舎による評価結果(平成18年度)
附属国・筒の所麗する古医・-盲)'{・
の画像データベース化を進め.インタ
ーネット上で公開しました.これを配
念して、滋賀県立国.館との共催で「一
潤置の医濠-1i湿掴医買附京日蔵・星1
と題した展示会;Q[1IUl会を蝿催しま
した.
本学が提出した「薬指の実繍[;:闘する絹告・JIζ畠づき‘国立大学法人評価蚕員会が評価を行コたものです.
業務運営‘財務内容、自己点検・開価、その他〔業路運営に関する重要事項}についてl孟5際階で、
教育研究等についてl孟告文学の特色ある取組みがE述式で評価されます.
本学の胃価は以下のと8りと怠りました.
匪ミ1n~ic，lf" i恒ll~iI圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃
1県鹿曽 3<おお印刷l識でいる1
2閥内書 3<出印刷ζ進んでし渇1
3.自己点機・評価 4<1調1:'進んでいる}
4その他繍組閣する盟問 4畑|識でいる}
地域の音機関との濯機を強化
学舛との週携・協力関係を強化
|毅翻究等についての評価(特色あるとして評価された醐目大津市と相互箇力也定を締結し.医学・看.学の教育研究
活動を過したまちづくり事業で相互協力していきます.
京都隷科大学との包括交流箇定を締結し、より専門的t.J.
剤師の宵慮絡で協力をしていきます.
立命館大学とのE工連.研究『健康
創造科学研究会」を発足させ、定期的
に研究情糧交換金を調催しました.
-圃-・倉値.. ・に取り組み.1年で目線値を上回る太帽な成果
(医師:97.196、看.師:98.496、保健師:98.496.助庫師:10096)を収めた.
・大学の特徴唱E生かせる研究5項目を重点プロジェクトとして定め、学内外に公表するとともに、
バイオメディおル・イノペーシヨジセジターを冨置するなどの研究環境の充実等の
支11を行コた結果、量点ブロジzクトI;:aいて-じた概究健【舛-・・3は舗前年鹿肱曹
司自.8'J6咽と怠っている.
}わが国で量翻の・・.. ライセジス鴎贋の定着と研究者の蛍箇放曽に重点を置を、
副旬実陵情司会・鼠腺・資格認定等を言十7回実施し、84名に対じ資格認定治情われた.
・地調書の中核医績割韓関として地."1ζ貢献.特に救急医Sが活性化し、三次・ac.. 恕・・a・】.遁.肱B66件
{銅宙博思也12.~】lt:jI畑じている.
滋賀県や地元企業等と共同で.都市ヱリア産学官連自陣促進
事業を推進じまじた.
Itイ才メディカル・イノベーヲ冨:r1z~-
.先週.. 肱e件劃明府中であり、本-治・@掬デー テルアヲレ-!Iョュ，や先週飽a・血・手鍋@僻・姻が図られているほか.
ー・・砲・、MRB・、不纏積・・0樋温されτいる.
・県立国.館と共催で毘示会・輔演会『潤圃lOaJを開備している.
lペトナ410チョー・ライ.院と@学網実施.定e・1it:li:AI帽し、
烏インフルエンザの共同研究、看置醗箆成プログラi噂の
組織的・計画的な交流を推進.
?
?
?
?
?
? ?
?
? ?
?
? ?
?
? ?
?
?
ペトナムのチョー ・ライ病院と新たに学術交流協定老舗び、
届インフルエンザの共同研究、看聾S町聾1<<プログラム等の
組鎗的怠交濯を錐進しました.
学術交流筒定に基づく交流活動にお
ける現湖陵称九名曾噂土2名曲ナ何、
客員獄狸1名(アメリカ)の称号を痩与
し、授与式・筒演会を開催しました.
rl圃園のIDJ情調会 チョー・予イ前震との伊帽曳軍臨定
|婚の闘として繍された'項 目
太掌院改組の窃白方について除検討!ととどまってお 利益相反iI(!Jシーの鏑定1;:至ってい忽い.
0大学浬曾に反映させるに至ってい1<1:1，¥.
JICA(国際協力機構)の聾請で聡貝
をアフUカへ派遣するとともに、アフ
リカか56名の由席検査実習生を憂[才
入れました.
..人宵鳳徹宵研究センター 事事司E中心1;:、大学
院改組1;:ついての..をまと也、大学週曾[;:反
陳させる.
利笛相反ポリシーを'画定するとともに、その管
理体制(知的財庫事留}を盤僧する.
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